
(57)【要約】

【課題】大きい視野角を得ることができる硬性内視鏡を

、提供する。

【解決手段】硬性内視鏡１０は、挿入部１０ａ内の対物

光学系１２により形成される広角像を一つの第１のカメ

ラ２５で撮像して第１の表示装置Ｍ１に表示させるとと

もに、その広角像の一部を第２の再結像光学系で拡大し

て第２のカメラ２８で撮像して第２の表示装置Ｍ２に表

示させる。また、この硬性内視鏡１０は、挿入部１０ａ

がその軸周りに回転されると、挿入部１０ａの回転によ

り生ずる像の回転を打ち消すように、第２のリレー光学

系１５と半透明鏡２２との間にあるペシャンプリズム２

１を回転させる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ，
　 前 記 挿 入 部 を そ の 軸 周 り に 回 転 さ せ る た め の 挿 入 部 回 転 機 構 ，
　 前 記 挿 入 部 の 軸 に 対 し て 光 軸 が 傾 い た 状 態 で そ の 挿 入 部 の 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る 対 物 光 学
系 ，
　 前 記 対 物 光 学 系 の 後 側 に お い て 、 前 記 対 物 光 学 系 が 形 成 す る 像 を 一 方 向 の み 反 転 さ せ る
よ う に 作 用 す る 像 回 転 光 学 系 ， 及 び 、
　 前 記 挿 入 部 の 回 転 に 伴 う 前 記 像 の 回 転 を 打 ち 消 す よ う に 、 前 記 像 回 転 光 学 系 を 、 そ の 互
い に 平 行 な 入 射 端 面 及 び 射 出 端 面 に 対 し て 垂 直 な 軸 周 り に 回 転 さ せ る 光 学 系 回 転 機 構
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 前 記 対 物 光 学 系 が 形 成 し た 像 を 前 記 像 回 転 光 学 系 側 へ リ レ ー す る た め の
第 １ の リ レ ー 光 学 系 を 、 内 蔵 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 そ の 基 端 側 に お い て 、 連 結 部 を 介 し て 略 棒 状 の 腕 部 に 連 結 さ れ る こ と に
よ り 、 そ の 腕 部 と と も に 、 略 Ｌ 字 状 に 屈 曲 し た 全 体 形 状 を 呈 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 連 結 部 は 、 前 記 対 物 光 学 系 か ら の 光 を 前 記 像 回 転 光 学 系 側 へ 反 射 す る 反 射 素 子 を 、
内 蔵 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 腕 部 は 、 前 記 反 射 素 子 の 後 側 に お い て 、 前 記 挿 入 部 内 の 第 １ の リ レ ー 光 学 系 に よ っ
て リ レ ー さ れ た 像 を 、 前 記 像 回 転 光 学 系 側 へ リ レ ー す る た め の 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 を 、 内
蔵 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 挿 入 部 回 転 機 構 は 、 前 記 連 結 部 内 に 設 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ， ４ 又 は ５ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 像 回 転 光 学 系 は 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 光 学 系 回 転 機 構 は 、 前 記 挿 入 部 が ２ 回 回 転 す る ご と に 前 記 像 回 転 光 学 系 を １ 回 回 転
さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 像 回 転 光 学 系 か ら の 光 を 受 け て 前 記 対 物 光 学 系 が 形 成 す る 像 を 撮 像 す る 第 １ の 撮 像
装 置
を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か に 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 像 回 転 光 学 系 か ら の 光 束 の 一 部 を 反 射 さ せ る と と も に 残 り の 光 束 を 透 過 さ せ る よ う
に 作 用 す る こ と に よ っ て 光 路 を 二 手 に 分 岐 す る よ う 作 用 し 、 一 方 の 光 路 が 前 記 第 １ の 撮 像
装 置 に 向 く よ う に 配 置 さ れ る 光 路 分 岐 素 子 ，
　 前 記 光 路 分 岐 素 子 に よ り 分 岐 さ れ た 光 路 の う ち の 残 り の 光 路 の 光 束 に 対 し 、 前 記 像 を 上
下 左 右 反 転 さ せ る よ う に 作 用 す る 像 反 転 光 学 系 ，
　 前 記 像 反 転 光 学 系 を 、 そ の 互 い に 平 行 な 入 射 端 面 及 び 射 出 端 面 に 対 し て 平 行 な 面 内 で 平
行 移 動 さ せ る た め の 光 学 系 移 動 機 構 ，
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　 前 記 像 反 転 光 学 系 か ら の 光 束 を 受 け て 前 記 像 の 一 部 を 拡 大 す る 再 結 像 光 学 系 ， 及 び 、
　 前 記 再 結 像 光 学 系 か ら の 光 束 を 受 け て 、 前 記 再 結 像 光 学 系 が 形 成 す る 拡 大 像 を 撮 像 す る
第 ２ 撮 像 装 置
を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 再 結 像 光 学 系 は 、 光 軸 に 沿 っ て 平 行 移 動 自 在 に 保 持 さ れ た ズ ー ム レ ン ズ を 、 含 ん で
い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 再 結 像 光 学 系 は 、 光 軸 方 向 に 沿 っ て 平 行 移 動 自 在 に 保 持 さ れ た フ ォ ー カ ス レ ン ズ を
、 含 ん で い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 像 反 転 光 学 系 は 、 少 な く と も ４ つ の 反 射 面 を 有 す る 光 学 系 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ， １ １ 又 は １ ２ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 像 反 転 光 学 系 は 、 正 立 プ リ ズ ム で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 像 反 転 光 学 系 は 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 硬 性 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 内 の 観 察 に 使 用 さ れ る 硬 性 内 視 鏡 に 、 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 被 検 者 の 体 内 を 観 察 す る た め の 器 具 の 一 つ と し て 、 硬 性 内 視 鏡 が あ る 。
硬 性 内 視 鏡 は 、 被 検 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 棒 状 の 挿 入 部 を 有 し 、 そ の 挿 入 部 は 、 先 端 側 か
ら 順 に 、 対 物 光 学 系 と リ レ ー 光 学 系 を 内 蔵 し て い る 。 対 物 光 学 系 が 形 成 し た 像 は 、 リ レ ー
光 学 系 に よ り リ レ ー さ れ 、 リ レ ー さ れ た 像 は 、 接 眼 光 学 系 を 介 し て 観 察 者 に 直 接 観 察 さ れ
た り 、 撮 像 装 置 に よ っ て 撮 像 さ れ て 表 示 装 置 に 映 し 出 さ れ た り す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ８ ９ ４ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ５ ５ ７ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 的 な 硬 性 内 視 鏡 の 用 途 の 一 つ と し て 、 脳 外 科 手 術 が あ る 。 脳 外 科 手 術 で
は 、 硬 性 内 視 鏡 は 、 通 常 、 顕 微 鏡 と と も に 用 い ら れ る 。 顕 微 鏡 は 、 開 頭 部 を 通 し て 頭 蓋 内
の 施 術 箇 所 を 拡 大 観 察 す る た め に 用 い ら れ 、 硬 性 内 視 鏡 は 、 施 術 部 分 の 周 辺 全 体 を 観 察 す
る た め に 用 い ら れ る 。 な お 、 硬 性 内 視 鏡 は 、 顕 微 鏡 の 死 角 を 観 察 す る た め に 用 い ら れ る も
の で あ る の で 、 硬 性 内 視 鏡 の 観 察 領 域 と 顕 微 鏡 の 観 察 領 域 と が で き る だ け 重 な ら な い こ と
が 望 ま し い が 、 硬 性 内 視 鏡 が 、 対 物 光 学 系 の 光 軸 が 挿 入 部 の 軸 と 平 行 で あ る 直 視 鏡 で あ る
と 、 開 頭 部 か ら 差 し 込 ま れ た 挿 入 部 が 前 方 に 望 む 領 域 が 、 顕 微 鏡 の 観 察 領 域 （ 施 術 箇 所 ）
と 重 な っ て し ま う 。 こ の た め 、 脳 外 科 手 術 に お い て は 、 施 術 部 分 の 周 辺 を 観 察 で き る よ う
に す る た め 、 対 物 光 学 系 の 光 軸 が 挿 入 部 の 軸 に 対 し て 傾 く 斜 視 鏡 が 採 用 さ れ る こ と が 多 い
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 脳 外 科 出 術 に お い て は 、 施 術 箇 所 の 周 辺 全 体 が 見 渡 せ る こ と 、 す な わ ち 、 １
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８ ０ ° 程 度 の 視 野 角 が 要 求 さ れ て い る に も 拘 わ ら ず 、 従 来 の 硬 性 内 視 鏡 に は 、 最 大 で も １
２ ０ ° 程 度 の 視 野 角 を 持 つ 対 物 光 学 系 し か 採 用 で き な い た め 、 こ の ま ま で は 、 硬 性 内 視 鏡
の 有 用 性 を 脳 外 科 手 術 に 十 分 発 揮 さ せ る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 前 述 し た 問 題 を 解 消 す る た め 、 仮 に 、 １ ８ ０ ° 程 度 の 視 野 角 を 有 す る 対 物 光 学 系
を 硬 性 内 視 鏡 に 適 用 し た と す る と 、 観 察 像 の 視 野 周 縁 部 が 歪 み 、 良 好 な 観 察 像 が 得 ら れ な
く な る こ と が 容 易 に 考 え ら れ 得 る 。 そ れ と 同 時 に 、 光 学 系 全 体 の 倍 率 が 低 く な る こ と も 考
え ら れ る た め 、 観 察 像 を 拡 大 す る た め の 拡 大 光 学 系 を 追 加 せ ね ば な ら な い 。 さ ら に 、 倍 率
を 高 め る 結 果 と し て 、 像 が 全 体 的 に 暗 く な る こ と が 考 え ら れ る た め 、 脳 外 科 手 術 と い う 精
緻 な 技 能 が 要 求 さ れ る 施 術 の 利 用 に 耐 え 得 る 観 察 像 が 得 ら れ な く な る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た よ う な 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の
課 題 は 、 大 き い 視 野 角 を 得 る こ と が で き る 硬 性 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 発 明 さ れ た 硬 性 内 視 鏡 は 、 被 検 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入
部 ， 前 記 挿 入 部 を そ の 軸 周 り に 回 転 さ せ る た め の 挿 入 部 回 転 機 構 ， 前 記 挿 入 部 の 軸 に 対 し
て 光 軸 が 傾 い た 状 態 で そ の 挿 入 部 の 先 端 部 に 内 蔵 さ れ る 対 物 光 学 系 ， 前 記 対 物 光 学 系 の 後
側 に お い て 、 前 記 対 物 光 学 系 が 形 成 す る 像 を 一 方 向 の み 反 転 さ せ る よ う に 作 用 す る 像 回 転
光 学 系 ， 及 び 、 前 記 挿 入 部 の 回 転 に 伴 う 前 記 像 の 回 転 を 打 ち 消 す よ う に 、 前 記 像 回 転 光 学
系 を 、 そ の 互 い に 平 行 な 入 射 端 面 及 び 射 出 端 面 に 対 し て 垂 直 な 軸 周 り に 回 転 さ せ る 光 学 系
回 転 機 構 を 備 え る こ と を 、 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 挿 入 部 が そ の 軸 周 り に 回 転 さ れ る よ う に 構 成 す る と 、 挿 入 部 の 先 端 部 の 全
て の 径 方 向 を 実 質 的 に 対 物 光 学 系 の 視 野 と す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 対 物 光 学 系 自 体
の 視 野 角 は ９ ０ ° 程 度 に 抑 え る こ と が で き る 。 そ の 結 果 と し て 、 観 察 像 の 視 野 周 縁 部 に 生
ず る 歪 み を 抑 制 す る こ と が で き 、 ま た 、 光 学 系 全 体 の 倍 率 を 低 下 さ せ な く て 済 む 。 ま た 、
観 察 像 を 大 き く 拡 大 す る 必 要 が 無 い た め 、 観 察 像 が 全 体 的 に 暗 く な る こ と も な い 。 な お 、
挿 入 部 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 生 ず る 像 の 回 転 は 、 像 回 転 光 学 系 を 回 転 さ せ る こ と に よ り
打 ち 消 さ れ る こ と と な る の で 、 像 内 の 被 写 体 の 上 下 方 向 を 一 方 向 に 固 定 し て そ の 像 を 観 察
す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 硬 性 内 視 鏡 に お い て は 、 挿 入 部 は 、 接 眼 光 学 系 或 い は 撮 像 装 置 の 光 軸 の
延 長 線 と 同 軸 に 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 接 眼 光 学 系 或 る い は 撮 像 装 置 が 収 納 さ れ る 筐 体 か
ら 垂 直 に 突 出 し た も の と な っ て い て も 良 い し 、 そ の よ う な 筐 体 に 垂 直 に 突 出 す る よ う に 取
り 付 け ら れ た 腕 部 に 対 し 、 連 結 部 を 介 し て 連 結 さ れ る こ と に よ っ て 、 そ の 腕 部 と と も に 、
略 Ｌ 字 状 に 屈 曲 し た 全 体 形 状 を 構 成 す る も の で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 挿 入 部 回 転 機 構 は 、
前 者 の 場 合 に は 、 前 述 し た 筐 体 内 に 設 置 さ れ 、 後 者 の 場 合 に は 、 前 述 し た 筐 体 又 は 連 結 部
内 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 硬 性 内 視 鏡 に お い て は 、 像 回 転 光 学 系 は 、 内 部 に 入 る 光 軸 と 外 部 に 出 す
光 軸 と を 同 軸 に す る こ と が で き て 尚 且 つ 一 方 向 の み 像 を 反 転 さ せ る 光 学 系 で あ れ ば 何 で も
良 く 、 例 え ば 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ， ア ッ ベ プ リ ズ ム ， そ の 他 の プ リ ズ ム と す る こ と が で き
る 。 ま た 、 プ リ ズ ム に 限 定 さ れ ず 、 プ リ ズ ム の 反 射 面 と 等 価 な 位 置 に 鏡 を 配 置 し て な る 光
学 系 で あ っ て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 硬 性 内 視 鏡 を 、 大 き い 視 野 角 を 得 ら れ る も の と す る こ と が で
き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 硬 性 内 視 鏡 の 構 成 に つ い て 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 硬 性 内 視 鏡 １ ０ の 外 観 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 硬 性 内 視 鏡 １ ０ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ ， 腕 部 １ ０ ｂ ， 連 結 部 １ ０ ｃ
， 及 び 、 把 持 部 １ ０ ｄ と に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挿 入 部 １ ０ ａ は 、 被 検 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 部 分 で あ り 、 断 面 円 形 の 棒 状 に 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 部 分 は 、 切 り 欠 か れ て お り 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 軸 に 対 し て ４
５ ° 傾 く 斜 面 １ ０ ｓ が 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 面 か ら 側 面 に 向 か っ て 斜 め に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 腕 部 １ ０ ｂ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ を 支 持 す る 部 分 で あ り 、 断 面 円 形 の 棒 状 に 形 成 さ れ て い る
。 こ の 腕 部 １ ０ ｂ の 基 端 は 、 把 持 部 １ ０ ｄ の 筐 体 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 腕 部 １ ０ ｂ 自 体
は 、 把 持 部 １ ０ ｄ の 筐 体 か ら 垂 直 に 突 出 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 連 結 部 １ ０ ｃ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 基 端 と 腕 部 １ ０ ｂ の 先 端 と を 連 結 す る 部 分 で あ る 。 挿
入 部 １ ０ ａ と 腕 部 １ ０ ｂ は 、 連 結 部 １ ０ ｃ に て 連 結 さ れ る こ と に よ り 、 全 体 と し て 、 Ｌ 字
状 の 形 状 を 、 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 把 持 部 １ ０ ｄ は 、 操 作 者 が 硬 性 内 視 鏡 １ ０ を 操 作 す る 際 に 持 つ た め の 部 分 で あ り 、 例 え
ば 円 柱 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 把 持 部 １ ０ ｄ は 、 所 定 の ケ ー ブ ル を 介 し て 二 台 の 表 示
装 置 Ｍ １ ， Ｍ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 把 持 部 １ ０ ｄ に は 、 光 源 装 置 Ｓ か ら 延 び る
ケ ー ブ ル の 先 端 が 、 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の 光 源 装 置 Ｓ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 斜 面
１ ０ ｓ の 前 方 を 照 明 す る た め の 光 を 供 給 す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ と 腕 部 １ ０ ｂ と 連 結 部 １ ０ ｃ の 内 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 挿 入 部 １ ０ ａ は 、 そ の 先 端 部 に 、 観 察 窓 １ １ 及 び 対 物 光 学 系 １
２ を 内 蔵 し て い る 。 観 察 窓 １ １ は 、 前 述 し た 斜 面 １ ０ ｓ に 開 口 が 開 く よ う に 先 端 部 内 部 に
穿 た れ た 図 示 せ ぬ 孔 に 対 し て 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 を 密 封 す る ガ ラ ス
板 で あ る 。 対 物 光 学 系 １ ２ は 、 少 な く と も 、 負 レ ン ズ １ ２ ａ ， 楔 プ リ ズ ム １ ２ ｂ ， 及 び 、
正 レ ン ズ １ ２ ｃ か ら な る 。 負 レ ン ズ １ ２ ａ 及 び 正 レ ン ズ １ ２ ｃ は 、 レ ト ロ フ ォ ー カ ス 型 の
光 学 系 を 構 成 し 、 斜 面 １ ０ ｓ の 前 方 を 視 野 と し て 像 を 形 成 す る 。 な お 、 こ の 光 学 系 の 画 角
は 、 ９ ０ ° 程 度 で あ る 。 楔 プ リ ズ ム １ ２ ｂ は 、 斜 面 １ ０ ｓ に 直 交 す る 凹 レ ン ズ １ ２ ａ の 光
軸 を そ の 内 面 で 二 回 折 り 曲 げ て 、 凸 レ ン ズ １ ２ ｃ の 光 軸 と 同 軸 に す る 光 学 素 子 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 挿 入 部 １ ０ ａ は 、 そ の 先 端 部 以 外 の 残 り の 部 分 に 、 第 １ の リ レ ー 光 学 系 １ ３ を 内
蔵 し て い る 。 こ の 第 １ の リ レ ー 光 学 系 １ ３ は 、 複 数 の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ａ か ら な り 、 そ の
光 軸 は 、 対 物 光 学 系 １ ２ の 光 軸 （ 凸 レ ン ズ １ ２ ｃ の 光 軸 ） と 、 同 軸 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 連 結 部 １ ０ ｃ は 、 そ の 内 部 に 、 第 １ の リ レ ー 光 学 系 １ ３ の 光 軸 を 所 定 の 角 度 （ 例
え ば ９ ０ ° ） だ け 折 り 曲 げ る 反 射 素 子 １ ４ を 、 内 蔵 し て い る 。 こ の 反 射 素 子 １ ４ は 、 反 射
鏡 又 は 三 角 プ リ ズ ム と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 腕 部 １ ０ ｂ は 、 そ の 内 部 に 、 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ を 内 蔵 し て い る 。 こ の 第 ２
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の リ レ ー 光 学 系 １ ５ は 、 第 １ の リ レ ー 光 学 系 １ ３ の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ａ と 同 じ 光 学 特 性 の
リ レ ー レ ン ズ １ ５ ａ か ら な り 、 そ の 光 軸 は 、 反 射 素 子 １ ４ に よ っ て 折 り 曲 げ ら れ た 第 １ の
リ レ ー 光 学 系 １ ３ の 光 軸 と 、 同 軸 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 光 学 構 成 に よ り 、 対 物 光 学 系 １ ２ が 形 成 し た 像 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の リ レ ー 光
学 系 １ ３ ， １ ５ の 各 リ レ ー レ ン ズ １ ３ ａ ， １ ５ ａ が 各 々 の 結 像 面 （ 図 ２ 中 の 破 線 ） 上 に 順
次 結 像 す る こ と に よ っ て リ レ ー さ れ 、 最 終 の リ レ ー レ ン ズ １ ５ ａ の 結 像 面 （ 図 ２ 中 の 最 も
右 側 の 破 線 ） 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 連 結 部 １ ０ ｃ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ を 、 ボ ー ル ベ ア リ ン グ 等 の 回 転 機 構 を 介 し て 、
そ の 軸 周 り に 回 転 自 在 に 保 持 し て お り 、 挿 入 部 １ ０ ａ が 回 転 し た と き に そ の 回 転 量 を 検 出
す る 検 出 器 １ ６ を 、 内 蔵 し て い る 。 こ の 検 出 器 １ ６ は 、 腕 部 １ ０ ｂ 内 に 引 き 通 さ れ た 電 線
１ ７ に 接 続 さ れ て お り 、 挿 入 部 １ ０ ａ が 回 転 し た と き に は 、 そ の 回 転 量 を 示 す 信 号 を 、 こ
の 電 線 １ ７ を 通 じ て 把 持 部 １ ０ ｄ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 と こ ろ で 、 図 示 し て い な い が 、 挿 入 部 １ ０ ａ は 、 上 記 の 光 源 装 置 Ｓ か ら 供 給 さ れ る 光 を
先 端 に 導 く た め の 光 フ ァ イ バ 群 を 、 内 蔵 し て お り 、 そ の 光 フ ァ イ バ 群 は 、 第 １ の リ レ ー 光
学 系 １ ３ の 周 囲 に お い て 、 円 筒 状 に 配 列 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 光 フ ァ イ バ 群 の 基 端 は
、 連 結 部 １ ０ ｃ 内 に お い て も 円 筒 状 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ら 基 端 面 は 、 揃 え ら れ る こ と
に よ っ て 全 体 と し て 円 帯 状 を 呈 し て い る 。 一 方 、 そ の 光 フ ァ イ バ 群 の 先 端 は 、 そ の 先 端 面
が 斜 面 １ ０ ｓ に 揃 う 状 態 で 、 斜 面 １ ０ ｓ に お け る 上 記 の ガ ラ ス 板 １ １ の 周 囲 に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 こ れ に よ り 、 こ の 光 フ ァ イ バ 群 に 導 か れ た 光 は 、 斜 面 １ ０ ｓ の 前 方 を 照 明 す る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 把 持 部 １ ０ ｄ ， 腕 部 １ ０ ｂ 及 び 連 結 部 １ ０ ｃ に は 、 挿 入 部 １
０ ａ の 光 フ ァ イ バ 群 と は 別 の 光 フ ァ イ バ 群 が 引 き 通 さ れ て い る 。 こ の 光 フ ァ イ バ 群 は 、 腕
部 １ ０ ｂ 内 に お い て は 、 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 周 囲 に お い て 、 円 筒 状 に 配 列 さ れ て い
る 。 ま た 、 そ の 光 フ ァ イ バ 群 の 基 端 は 、 把 持 部 １ ０ ｄ 内 に 引 き 通 さ れ て 、 そ の 把 持 部 １ ０
ｄ に 設 け ら れ て い る ソ ケ ッ ト に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の ソ ケ ッ ト は 、 光 源 装 置 Ｓ
か ら 延 び る ケ ー ブ ル の 先 端 を 着 脱 自 在 に 装 着 す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 そ の 光 フ ァ イ
バ 群 の 先 端 は 、 連 結 部 １ ０ ｃ 内 に 引 き 通 さ れ て 、 連 結 部 １ ０ ｃ 内 に あ る 第 １ の リ レ ー 光 学
系 １ ３ の 周 囲 に 円 筒 状 に 配 列 さ れ て お り 、 そ れ ら 先 端 面 は 、 揃 え ら れ る こ と に よ っ て 全 体
と し て 円 帯 状 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 挿 入 部 １ ０ ａ 以 外 の 部 分 １ ０ ｂ ～ １ ０ ｄ 内 に 引 き 通 さ れ た 光 フ ァ イ バ 群 の
円 帯 状 の 先 端 面 は 、 挿 入 部 １ ０ ａ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ 群 の 円 帯 状 の 基 端 面 と 同 じ 大 き
さ と な っ て い る と と も に 、 互 い に 、 同 軸 な 状 態 で 、 近 接 し て い る 。 こ の た め 、 連 結 部 １ ０
ｃ 側 の 光 フ ァ イ バ 群 の 基 端 面 か ら 出 た 光 は 、 殆 ど 挿 入 部 １ ０ ａ 側 の 光 フ ァ イ バ 群 の 先 端 面
に 入 射 す る よ う に な る 。 従 っ て 、 光 源 装 置 Ｓ か ら 供 給 さ れ る 光 は 、 挿 入 部 １ ０ ａ 以 外 の 部
分 １ ０ ｂ ～ １ ０ ｄ 内 の 光 フ ァ イ バ 群 に 中 継 さ れ て 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 の 光 フ ァ イ バ 群 へ 導 か
れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る と 、 挿 入 部 １ ０ ａ が 回 転 し て も 、 光 フ ァ イ バ 群 が よ じ れ る こ
と な く 、 光 源 装 置 Ｓ か ら の 光 を 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 に 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 把 持 部 １ ０ ｄ の 内 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 把 持 部 １ ０ ｄ は 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ ， 半 透 明 鏡 ２ ２ ， 反 射
素 子 ２ ３ ， 第 １ の 再 結 像 光 学 系 ２ ４ ， 第 １ の カ メ ラ ２ ５ ， シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
２ ６ ， 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ ， 及 び 、 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ を 、 内 蔵 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ に つ い て は 、 図 ４ を 参 照 し な が ら 後 述 す る が 、 簡 単 に 説 明 す る と
、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ は 、 図 ３ の 紙 面 に 垂 直 な 方 向 を 上 下 方 向 と し 、 そ の 紙 面 内 の 上 下
方 向 を 左 右 方 向 と し た 場 合 に お い て 、 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 最 終 結 像 面 （ 図 ２ 中 の 最
も 右 側 の 破 線 ， 及 び 、 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 を 一 方 向 の み 反 転 さ せ る よ う に 作 用 す る 像 回
転 光 学 系 で あ る 。 こ の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ の 把 持 部 １ ０ ｄ 内 で の 取 り 付 け 位 置 は 、 そ の
入 射 端 面 が 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 光 軸 Ａ ｘ ０ に 対 し て 垂 直 と な り 、 尚 且 つ 、 射 出 端 面
を 通 過 す る Ａ ｘ ０ が 入 射 側 の 光 軸 Ａ ｘ ０ の 延 長 線 上 に 一 致 す る よ う 、 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 半 透 明 鏡 ２ ２ は 、 入 射 し て く る 光 束 の 一 部 を 反 射 す る と と も に 残 り を 透 過 さ せ る 光 路 分
岐 素 子 で あ り 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 通 過 し た 上 記 光 軸 Ａ ｘ ０ に 対 し て 反 射 面 が ４ ５ °
傾 い た 状 態 で 、 こ の 光 軸 Ａ ｘ ０ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 以 下 で は 、 光 軸 Ａ ｘ ０ が 、 こ
の 半 透 明 鏡 ２ ２ に お い て 光 軸 Ａ ｘ １ と 光 軸 Ａ ｘ ２ と に 分 岐 さ れ て い る と し て 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 反 射 素 子 ２ ３ は 、 半 透 明 鏡 ２ ２ に よ り 反 射 さ れ る 光 束 の 光 路 上 に 配 置 さ れ 、 半 透 明 鏡 ２
２ に よ っ て 折 り 曲 げ ら れ た 軸 Ａ ｘ １ を 、 さ ら に 折 り 曲 げ る 光 学 素 子 で あ る 。 こ れ に よ り 、
光 軸 Ａ ｘ １ は 、 ク ラ ン ク 状 と な っ て い る 。 こ の 反 射 素 子 ２ ３ は 、 反 射 鏡 又 は 三 角 プ リ ズ ム
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ の 再 結 像 光 学 系 ２ ４ は 、 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 最 終 結 像 面 （ 図 ２ の 最 も 右 側 の
破 線 ， 及 び 、 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 を 再 結 像 す る 光 学 系 で あ り 、 そ の 光 軸 は 、 反 射 素 子 ２
３ に よ っ て 折 り 曲 げ ら れ た 上 記 光 軸 Ａ ｘ １ と 同 軸 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ の カ メ ラ ２ ５ は 、 第 １ の 再 結 像 光 学 系 ２ ４ が 再 結 像 し た 像 を 撮 像 す る 撮 像 装 置 で あ
る 。 こ の 第 １ の カ メ ラ ２ ５ は 、 ビ デ オ ケ ー ブ ル や Ｒ Ｇ Ｂ ケ ー ブ ル 等 の ケ ー ブ ル を 介 し て 第
１ の 表 示 装 置 Ｍ １ に 接 続 さ れ て お り 、 撮 像 に よ り 得 た 画 像 デ ー タ を 第 １ の 表 示 装 置 Ｍ １ へ
出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ に つ い て は 、 図 ７ を 参 照 し な が ら 後 述 す る が 、 簡 単
に 説 明 す る と 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ は 、 図 ３ の 紙 面 に 垂 直 な 方 向 を 上 下 方
向 と し 、 そ の 紙 面 内 の 上 下 方 向 を 左 右 方 向 と し た 場 合 に お い て 、 像 を 上 下 左 右 反 転 さ せ る
よ う に 作 用 す る 像 反 転 光 学 系 で あ る 。 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ の 把 持 部 １
０ ｄ 内 で の 取 り 付 け 位 置 は 、 互 い に 平 行 な 入 射 端 面 及 び 射 出 端 面 を 光 軸 Ａ ｘ ２ が 垂 直 に 通
過 す る よ う 、 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ は 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ 及 び シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
２ ６ を 介 し て 見 え る 最 終 結 像 面 （ 図 ２ の 最 も 右 側 の 破 線 ， 及 び 、 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 の
一 部 を 再 結 像 す る 光 学 系 で あ り 、 そ の 光 軸 は 、 半 透 明 鏡 ２ ２ を 透 過 し た 光 軸 Ａ ｘ ２ の 延 長
線 と 、 同 軸 に な っ て い る 。 こ の 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ は 、 第 １ 乃 至 第 ４ の レ ン ズ ２ ７ ａ
～ ２ ７ ｄ か ら な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の う ち 、 第 １ の レ ン ズ ２ ７ ａ は 、 鏡 筒 内 の カ ム 環 に 係 合 す る 鏡 枠 に 対 し て 固 定 さ れ る
こ と に よ っ て 、 そ の 光 軸 に 沿 っ て 平 行 移 動 自 在 に 保 持 さ れ て お り 、 第 １ の レ ン ズ ２ ７ ａ 自
体 は 、 ピ ン ト 合 わ せ 用 の 合 焦 光 学 系 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ 及 び 第 ３ の レ ン ズ ２ ７ ｂ ， ２ ７ ｃ は 、 鏡 筒 内 の カ ム 環 に 係 合 す る 鏡 枠 に 固 定
さ れ る こ と に よ っ て 、 そ の 光 軸 に 沿 っ て 平 行 移 動 自 在 に 保 持 さ れ て お り 、 第 ２ 及 び 第 ３ の
レ ン ズ ２ ７ ｂ ， ２ ７ ｃ 自 体 は 、 観 察 倍 率 変 更 用 の 変 倍 光 学 系 と し て 機 能 す る 。 な お 、 第 ４
の レ ン ズ ２ ７ ｄ は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の レ ン ズ ２ ７ ａ ～ ２ ７ ｃ の 光 軸 と 同 軸 と な る 状 態 で 、 把
持 部 １ ０ ｄ 内 に 固 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ は 、 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ が 再 結 像 し た 像 を 撮 像 す る 撮 像 装 置 で あ
る 。 こ の 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ は 、 ビ デ オ ケ ー ブ ル や Ｒ Ｇ Ｂ ケ ー ブ ル 等 の ケ ー ブ ル を 介 し て 第
２ の 表 示 装 置 Ｍ ２ に 接 続 さ れ て お り 、 撮 像 に よ り 得 た 画 像 デ ー タ を 第 ２ の 表 示 装 置 Ｍ ２ へ
出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ が 撮 像 す る 像 は 、 第 １ の カ メ ラ ２ ５ が 撮 像 対 象 と し て い る 像 の
一 部 と な っ て い る 。 そ こ で 、 以 下 で は 、 第 １ の カ メ ラ ２ ５ が 撮 像 し た 像 を 広 角 像 と 表 記 し
、 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ が 撮 像 し た 像 を 拡 大 像 と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ は 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ は 、 第 １ の プ リ ズ ム ２ １ １ 及 び
第 ２ の プ リ ズ ム ２ １ ２ か ら 、 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 １ の プ リ ズ ム ２ １ １ は 、 四 角 柱 状 の プ リ ズ ム で あ る 。 そ の 一 側 面 ２ １ １ ａ は 、 第 ２ の
リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 光 軸 Ａ ｘ ０ に 対 し 、 垂 直 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２
１ の 入 射 端 面 と し て 機 能 す る 。 こ の 第 １ の プ リ ズ ム ２ １ １ は 、 そ の 側 面 ２ １ １ ａ か ら 内 部
に 入 る 光 軸 Ａ ｘ ０ を 、 こ の 側 面 ２ １ １ ａ に 隣 接 す る ２ つ の 側 面 ２ １ １ ｂ ， ２ １ １ ｃ の 内 面
に よ っ て 二 回 折 り 曲 げ た 後 、 側 面 ２ １ １ ｂ を 垂 直 に 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ２ の プ リ ズ ム ２ １ ２ は 、 三 角 柱 状 の プ リ ズ ム で あ り 、 そ の 一 側 面 ２ １ ２ ｄ が 、 第 １ プ
リ ズ ム の 側 面 ２ １ １ ｂ に 対 し て 平 行 に 且 つ 近 接 す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 第
２ の プ リ ズ ム ２ １ ２ の 側 面 ２ １ ２ ｄ は 、 第 １ プ リ ズ ム ２ １ １ の 側 面 ２ １ １ ｂ を 垂 直 に 通 過
し た 上 記 光 軸 Ａ ｘ ０ に 対 し 、 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 第 ２ プ リ ズ ム ２ １ ２ は 、 そ の 側 面 ２ １ ２ ｄ か ら 内 部 に 入 る 上 記 光 軸 Ａ ｘ ０ を 、 側 面
２ １ ２ ｄ に 隣 接 す る 残 り の 二 つ の 側 面 ２ １ ２ ｅ ， ２ １ ２ ｆ の 各 々 の 内 面 に よ っ て 順 に 折 り
曲 げ 、 更 に 、 側 面 ２ １ ２ ｄ の 内 面 に よ っ て 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 側 面 ２ １ ２ ｅ を 垂 直 に
通 過 さ せ 、 外 部 へ 出 す 。 こ の と き 、 第 ２ の プ リ ズ ム ２ １ ２ か ら 出 る 光 軸 Ａ ｘ ０ は 、 第 １ プ
リ ズ ム ２ １ １ に 入 る 前 の 光 軸 Ａ ｘ ０ と 同 軸 に な っ て い る 。 側 面 ２ １ ２ ｅ は 、 こ の ペ シ ャ ン
プ リ ズ ム ２ １ の 射 出 端 面 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 把 持 部 １ ０ ｄ 内 に お い て 回 転 自
在 に 取 り 付 け ら れ て い る 鏡 筒 ３ １ の 内 部 に 、 固 定 さ れ て お り 、 こ の 鏡 筒 ３ １ の 回 転 に 伴 っ
て 、 入 射 側 及 び 射 出 側 の 光 軸 Ａ ｘ ０ と 同 じ 線 上 の 軸 周 り に 回 転 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ し て 、 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 最 終 結 像 面 （ 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 を 、 こ の ペ シ ャ
ン プ リ ズ ム ２ １ を 通 し て 半 透 明 鏡 ２ ２ 側 か ら 見 た 場 合 に お い て 、 こ の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２
１ が そ の 軸 周 り に 回 転 さ れ た と き に は 、 そ の 像 は 、 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 入 射 側 に お い て 上 向 き の 矢 印 像 が あ
っ た と 仮 定 し て 、 こ の 矢 印 像 を 図 ４ の 左 へ 倒 れ る よ う 回 転 さ せ た 場 合 、 射 出 側 か ら ペ シ ャ
ン プ リ ズ ム ２ １ を 通 さ ず に こ の 矢 印 像 を 見 た と き に は 、 こ の 矢 印 像 は 、 右 へ 倒 れ る よ う に
見 え 、 射 出 側 か ら ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 通 し て 見 る と 、 こ の 矢 印 像 は 、 左 へ 倒 れ る よ う
に 見 え る 。 こ れ を 矢 印 像 自 体 の 回 転 で は な く 、 矢 印 像 を 固 定 し た ま ま ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２
１ を 回 転 さ せ た 場 合 に つ い て 見 て み る と 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を ９ ０ ° 回 転 さ せ た と き
に は 、 こ の 上 向 き の 矢 印 像 は 、 射 出 側 で は 、 上 向 き か ら 下 向 き へ 回 転 す る よ う に 見 え る 。
そ し て 、 さ ら に ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る と 、 射 出 側 で は 、 矢 印 像 は 、 下
向 き か ら 上 向 き へ 回 転 す る よ う に 見 え る 。 つ ま り 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ は 、 半 周 回 転 す
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る ご と に 像 を 一 回 転 さ せ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 内 部 に 固 定 し て い る 鏡 筒 ３ １ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、
図 示 せ ぬ ギ ア 機 構 を 介 し て モ ー タ 等 の 駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の
駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ２ は 、 回 転 制 御 回 路 ３ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 回 転 制 御 回 路 ３ ３ か
ら 指 示 さ れ た 回 転 量 だ け 鏡 筒 ３ １ を 回 転 さ せ る 。 つ ま り 、 鏡 筒 ３ １ ， 駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー
タ ３ ２ ， 及 び 、 回 転 制 御 回 路 ３ ３ か ら な る 機 構 は 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ と と も に 、 イ メ
ー ジ ロ ー テ ー タ と し て 機 能 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 こ の 回 転 制 御 回 路 ３ ３ は 、 腕 部 １ ０ ｂ 内 に 引 き 通 さ れ た 電 線 １ ７ に 接 続 さ れ て お
り 、 挿 入 部 １ ０ ａ が 回 転 し た と き に 連 結 部 １ ０ ｃ 内 の 検 出 器 １ ６ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 受
信 す る よ う に な っ て い る 。 回 転 制 御 回 路 ３ ３ は 、 こ の 信 号 を 受 信 す る こ と に よ っ て 挿 入 部
１ ０ ａ の 回 転 を 検 知 し た と き に は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 一 回 転 に 対 し て ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １
を 半 回 転 さ せ る 割 合 で 、 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 回 転 さ せ る よ う に 、 鏡 筒 ３ １ の 回 転 を 制
御 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 回 転 に 伴 っ て ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 回 転 さ せ る よ う に し
た の は 、 以 下 の 理 由 に 因 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 す な わ ち 、 挿 入 部 １ ０ ａ が 、 図 ５ （ ａ ） の 状 態 か ら 図 ５ （ ｂ ） の 状 態 に ま で 半 回 転 す る
と 、 上 記 最 終 結 像 面 （ 図 ２ の 最 も 右 側 の 破 線 ， 及 び 、 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 内 の 被 写 体 の
上 下 方 向 が 、 図 ６ （ ａ ） の 状 態 か ら 図 ６ （ ｂ ） の 状 態 ま で そ の 像 面 内 で 半 回 転 す る 。 も ち
ろ ん 、 挿 入 部 １ ０ ａ を さ ら に 半 回 転 さ せ れ ば 、 上 記 最 終 結 像 面 上 の 像 内 の 被 写 体 の 上 下 方
向 は 、 回 転 前 の 向 き に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 前 述 し た 回 転 制 御 回 路 ３ ３ は 、 こ の よ う な 挿 入 部 １ ０ ａ の 回 転 に 伴 う 像 の 回 転 を 防 止 す
る た め 、 鏡 筒 ３ １ が 回 転 さ れ た と き に 、 像 の 回 転 が 打 ち 消 さ れ る よ う に ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
２ １ を 回 転 さ せ 、 半 透 明 鏡 ２ ２ 側 か ら ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 通 し て 見 た と き の 上 記 最 終
結 像 面 （ 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 を 、 そ の 内 部 の 被 写 体 の 上 下 方 向 を 常 に 像 面 内 の 同 じ 方 向
に 向 い た 状 態 で 、 見 え る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ７ は 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ３ 及 び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ は 、 補 助 プ リ ズ ム
２ ６ １ 及 び シ ュ ミ ッ ト プ リ ズ ム ２ ６ ２ か ら 、 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 補 助 プ リ ズ ム ２ ６ １ は 、 四 角 柱 状 の プ リ ズ ム で あ る 。 そ の 一 側 面 ２ ６ １ ａ は 、 半 透 明 鏡
２ ２ を 通 過 し た 上 記 光 軸 Ａ ｘ ２ に 対 し 、 垂 直 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ
ン プ リ ズ ム ２ ６ の 入 射 端 面 と し て 機 能 す る 。 こ の 補 助 プ リ ズ ム ２ ６ １ は 、 そ の 側 面 ２ ６ １
ａ か ら 内 部 に 入 る 上 記 光 軸 Ａ ｘ ２ を 、 こ の 側 面 ２ ６ １ ａ に 隣 接 す る ２ つ の 側 面 ２ ６ １ ｂ ，
２ ６ １ ｃ の 内 面 に よ っ て 二 回 折 り 曲 げ た 後 、 側 面 ２ ６ １ ｂ を 垂 直 に 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 シ ュ ミ ッ ト プ リ ズ ム ２ ６ ２ は 、 三 角 柱 の 一 側 面 に こ の 側 面 か ら 突 出 す る ダ ハ 面 が （ そ の
稜 線 が 底 面 と 平 行 と な る 状 態 で ） 形 成 さ れ た の と 等 価 な 形 状 を 有 す る プ リ ズ ム で あ り 、 そ
の ダ ハ 面 ２ ６ ２ ｆ ， ２ ６ ２ ｇ 以 外 の 一 側 面 ２ ６ ２ ｄ が 補 助 プ リ ズ ム ２ ６ １ の 側 面 ２ ６ １ ｂ
に 対 し て 平 行 に 且 つ 近 接 す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 シ ュ ミ ッ ト プ リ ズ ム ２ ６
２ の 側 面 ２ ６ ２ ｄ は 、 補 助 プ リ ズ ム ２ ６ １ の 側 面 ２ ６ １ ｂ を 垂 直 に 通 過 し た 上 記 光 軸 Ａ ｘ
２ に 対 し 、 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の シ ュ ミ ッ ト プ リ ズ ム ２ ６ ２ は 、 そ の 側 面 ２ ６ ２ ｄ か ら 内 部 に 入 る 上 記 光 軸 Ａ ｘ ２ を

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-20866 A 2007.2.1



、 側 面 ２ ６ ２ ｄ に 隣 接 す る 残 り の 側 面 ２ ６ ２ ｅ の 内 面 と ダ ハ 面 ２ ６ ２ ｆ ， ２ ６ ２ ｇ の 内 面
と に よ っ て 順 に 折 り 曲 げ 、 更 に 、 そ の 側 面 ２ ６ ２ ｄ の 内 面 に よ っ て 折 り 曲 げ る こ と に よ り
、 側 面 ２ ６ ２ ｅ を 垂 直 に 通 過 さ せ 、 外 部 へ 出 す 。 こ の と き 、 光 軸 Ａ ｘ ２ が シ ュ ミ ッ ト プ リ
ズ ム ２ ６ ２ か ら 出 る 方 向 は 、 補 助 プ リ ズ ム ２ ６ １ に 入 る 前 の 光 軸 Ａ ｘ ２ と 平 行 な 方 向 と な
る 。 側 面 ２ ６ ２ ｅ は 、 こ の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ の 射 出 端 面 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 把 持 部 １ ０ ｄ 内 に
お い て 上 記 光 軸 Ａ ｘ ２ に 直 交 す る 面 内 で 平 行 移 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る Ｘ Ｙ ス テ ー ジ
３ ４ 上 に 、 固 定 さ れ て お り 、 こ の Ｘ Ｙ ス テ ー ジ ３ ４ の 移 動 に 伴 っ て 、 光 軸 Ａ ｘ ２ に 直 交 す
る 面 内 で 平 行 移 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 第 ２ の リ レ ー 光 学 系 １ ５ の 最 終 結 像 面 （ 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 を 、 前 述 の ペ シ
ャ ン プ リ ズ ム ２ １ 及 び シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 通 し て 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２
７ 側 か ら 見 た 場 合 に お い て 、 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ が そ の 面 内 で 平 行 移
動 さ れ た と き に は 、 そ の 像 は 、 シ フ ト す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６
の 内 部 に 入 る 光 軸 Ａ ｘ ２ を 、 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 通 過 す る 前 後 の 光
軸 Ａ ｘ ２ が 互 い に 同 軸 と な る 初 期 位 置 か ら 、 Ｘ 方 向 に お け る 正 の 方 （ 図 ５ で は 左 方 ） へ 距
離 ｗ だ け 移 動 さ せ る と 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ か ら 出 る 光 軸 Ａ ｘ ２ は 、 Ｘ 方
向 に お け る 負 の 方 に 距 離 ｗ だ け 移 動 す る （ 図 ７ 中 の Ａ ｘ ’ ２ を 参 照 ） 。 こ れ を 入 射 側 の 光
軸 Ａ ｘ ２ の 移 動 で は な く 、 そ の 光 軸 Ａ ｘ ２ を 固 定 し た ま ま シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
２ ６ を 平 行 移 動 さ せ た 場 合 に つ い て 見 る と 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を Ｘ 方 向
に お け る 負 の 方 （ 図 ７ で は 右 方 ） へ 平 行 移 動 さ せ た と き に は 、 射 出 側 の 光 軸 Ａ ｘ ２ は 、 Ｘ
方 向 に お け る 負 の へ 距 離 ２ ｗ だ け 平 行 移 動 す る 。 つ ま り 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
２ ６ は 、 自 己 が 平 行 移 動 し た 方 向 へ 、 自 己 の 平 行 移 動 量 の 二 倍 の 距 離 だ け 、 光 軸 Ａ ｘ ２ を
平 行 移 動 さ せ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を Ｙ 方 向 （ 図 ７ で は 上 下 方 向 ） へ 移 動 さ
せ る 場 合 に お い て も 、 Ｘ 方 向 へ の 移 動 の と き と 同 様 に 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２
６ は 、 自 己 が 平 行 移 動 し た 方 向 へ 、 自 己 の 平 行 移 動 量 の 二 倍 の 距 離 だ け 、 光 軸 Ａ ｘ ２ を 平
行 移 動 さ せ る よ う に 作 用 す る （ 図 ７ 中 の Ａ ｘ ” ２ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 な お 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ が 初 期 位 置 に あ る 場 合 に は 、 こ の シ ュ ミ ッ ト
＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ か ら 出 た 後 の 光 軸 Ａ ｘ ２ は 、 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ の 光 軸 と 同
軸 に な り 、 そ の 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ は 、 前 述 の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ 及 び シ ュ ミ ッ ト
＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 通 し て 見 え る 上 記 最 終 結 像 面 （ 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 の 中 心 部
分 を 拡 大 し て 、 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ の 撮 像 面 に 再 結 像 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 方 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ が 初 期 位 置 か ら 所 定 距 離 平 行 移 動 さ れ て い る
場 合 に は 、 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ か ら 出 た 後 の 光 軸 Ａ ｘ ２ は 、 も は や 、
第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ の 光 軸 と 同 じ 線 上 に は な く 、 そ の 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ は 、 前
述 の ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ １ 及 び シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 通 し て 見 え る 上 記 最
終 結 像 面 （ 図 ３ 中 の 破 線 ） 上 の 像 の 中 心 か ら 離 れ た 部 分 を 拡 大 し て 、 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ の
撮 像 面 に 再 結 像 す る 。 こ の と き 、 そ の 像 の う ち の 拡 大 さ れ る 部 分 に つ い て の 中 心 部 分 か ら
離 れ る 距 離 及 び 方 向 は 、 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ の 初 期 位 置 か ら の 移 動 量 及 び
移 動 方 向 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 固 定 し て い る Ｘ Ｙ ス テ ー ジ ３ ４ は 、 図 ３ に 示
さ れ る よ う に 、 図 示 せ ぬ ギ ア 機 構 を 介 し て モ ー タ 等 の 駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ に 接 続 さ
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れ て い る 。 こ の 駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ は 、 操 作 制 御 回 路 ３ ６ に 接 続 さ れ て お り 、 操 作
制 御 回 路 ３ ６ か ら 指 示 さ れ た 移 動 量 だ け Ｘ Ｙ ス テ ー ジ ３ ４ を 移 動 さ せ る 。 つ ま り 、 Ｘ Ｙ ス
テ ー ジ ３ ４ ， 駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ ， 及 び 、 操 作 制 御 回 路 ３ ６ か ら な る 機 構 は 、 シ ュ
ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ と と も に 、 上 記 最 終 結 像 面 上 の 像 の う ち の 第 ２ の 再 結 像 光
学 系 ２ ７ の 視 野 を 平 行 移 動 さ せ る た め の も の と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 な お 、 こ の 操 作 制 御 回 路 ３ ６ は 、 操 作 盤 ３ ７ に 接 続 さ れ て お り 、 そ の 操 作 盤 ３ ７ 上 の 図
示 せ ぬ 十 字 キ ー ボ タ ン か ら の 信 号 を 受 信 す る よ う に な っ て い る 。 操 作 制 御 回 路 ３ ６ は 、 こ
の 信 号 を 受 信 す る こ と に よ り 、 図 示 せ ぬ 十 字 キ ー ボ タ ン が 押 下 さ れ た こ と を 検 知 し た と き
に は 、 そ の 押 下 さ れ た ボ タ ン に 対 応 す る 方 向 へ シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 平 行
移 動 さ せ る よ う に 、 Ｘ Ｙ ス テ ー ジ ３ ４ の 移 動 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 こ の 操 作 制 御 回 路 ３ ６ は 、 操 作 盤 ３ ７ 上 の 図 示 せ ぬ シ ー ソ ー ボ タ ン か ら の 信 号 を
受 信 す る よ う に な っ て い る 。 操 作 制 御 回 路 ３ ６ は 、 こ の 信 号 を 受 信 す る こ と に よ り 、 第 ２
の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ を 構 成 す る 第 ２ 及 び 第 ３ の レ ン ズ ２ ７ ｂ ， ２ ７ ｃ を 固 定 す る 鏡 枠 を 、
ア ク チ ュ エ ー タ ３ ８ を 通 じ て 、 鏡 筒 内 で 前 後 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 操 作 盤 ３ ７ 上 の 図 示 せ ぬ シ ー ソ ー ボ タ ン が 操 作 さ れ る こ と に よ っ て 第 ２ 及 び 第 ３
の レ ン ズ ２ ７ ｂ ， ２ ７ ｃ が 光 軸 方 向 へ 移 動 す る と 、 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ に よ る 再 結 像
面 が 第 ２ の カ メ ラ ２ ８ の 撮 像 面 か ら 多 少 ず れ て 、 拡 大 像 が ピ ン ぼ け 像 と な る こ と が あ る 。
こ の た め 、 操 作 制 御 回 路 ３ ６ は 、 図 示 せ ぬ シ ー ソ ー ボ タ ン が 操 作 さ れ た と き に は 、 ピ ン ぼ
け を 補 正 す る よ う 、 第 ２ 及 び 第 ３ の レ ン ズ ２ ７ ｂ ， ２ ７ ｃ の 移 動 と 同 期 し て 、 第 １ の レ ン
ズ ２ ７ ａ を 固 定 し て い る 鏡 枠 を 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ９ を 通 じ て 、 鏡 筒 内 で 前 後 さ せ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 硬 性 内 視 鏡 １ ０ の 作 用 及 び 効 果 に つ い て 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 施 術 者 は 、 被 検 者 に 対 し て 脳 外 科 手 術 を 行 う 際 、 開 頭 し て 、 そ の 開 頭 部 を 通 し て 頭 蓋 内
の 施 術 箇 所 を 顕 微 鏡 に て 拡 大 観 察 す る 。 ま た 、 施 術 者 は 、 硬 性 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ０ ａ
を 開 頭 部 よ り 頭 蓋 内 へ 差 し 込 み 、 そ の 施 術 箇 所 の 周 辺 を 硬 性 内 視 鏡 １ ０ に よ り 観 察 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の 観 察 に お い て は 、 施 術 者 は 、 硬 性 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ０ ａ を 回 転 さ せ る 。 す る と
、 対 物 光 学 系 の 光 軸 が 挿 入 部 １ ０ ａ の 軸 に 対 し て ４ ５ ° 傾 い て い る と と も に 、 そ の 視 野 角
が ９ ０ ° 程 度 と な っ て い る た め 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 に お け る 視 野 角 が 約 １ ８ ０ ° の 範 囲
の 像 が 、 実 質 的 に 、 第 １ の 表 示 装 置 Ｍ １ に 表 示 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の と き 、 対 物 光 学 系 １ ２ 自 体 の 視 野 角 は 、 ９ ０ ° 程 度 に 抑 え ら れ て い る た め 、 広 角 像
の 視 野 周 縁 部 に 生 ず る 歪 み を 抑 制 す る こ と が で き 、 ま た 、 光 学 系 全 体 の 倍 率 を 低 下 さ せ ず
に 済 む 。 ま た 、 第 ２ の 再 結 像 光 学 系 ２ ７ の 拡 大 倍 率 を 上 げ る 必 要 が 無 い た め 、 第 ２ の 表 示
装 置 Ｍ ２ に 表 示 さ れ る 拡 大 像 が 全 体 的 に 暗 く な る こ と も な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 挿 入 部 １ ０ ａ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 生 ず る 像 の 回 転 は 、 前 述 し た よ う に 、 ペ シ
ャ ン プ リ ズ ム ２ １ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 打 ち 消 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 第 １ 及 び
第 ２ の 表 示 装 置 Ｍ １ ， Ｍ ２ に 表 示 さ れ る 像 は 、 そ の 内 部 の 被 写 体 の 上 下 方 向 を 常 に 画 面 内
の 一 定 の 方 向 に 向 け た 状 態 で 、 表 示 さ れ る こ と と な る 。 そ の た め 、 施 術 者 は 、 施 術 中 に お
い て 、 違 和 感 な く 観 察 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 硬 性 内 視 鏡 １ ０ は 、 像 を シ フ ト さ せ る た め の 光 学 素 子 と し て 、 シ ュ
ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム ２ ６ を 備 え て い た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 内 部 に
入 る 光 軸 と 外 部 に 出 す 光 軸 と を 互 い に 平 行 に す る よ う に 作 用 す る 像 反 転 光 学 系 で あ れ ば 何
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で も 良 い 。 例 え ば 、 ポ ロ プ リ ズ ム ， ア ッ ベ ＝ ケ ー ニ ッ ヒ プ リ ズ ム ， ヘ ン ゾ ル ト プ リ ズ ム ，
メ ー ラ ー プ リ ズ ム ， ス プ レ ン ゲ ル プ リ ズ ム ， そ の 他 の プ リ ズ ム と す る こ と が で き る 。 ま た
、 プ リ ズ ム に 限 定 さ れ ず 、 プ リ ズ ム の 反 射 面 と 等 価 な 位 置 に 鏡 を 配 置 し て な る 光 学 系 で あ
っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 硬 性 内 視 鏡 の 外 観 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ 】 挿 入 部 と 腕 部 と 連 結 部 の 内 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図
【 図 ３ 】 把 持 部 の 内 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図
【 図 ４ 】 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム の 斜 視 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） 挿 入 部 の 斜 面 を 上 に 向 け た 状 態 ， 及 び 、 （ ｂ ） 挿 入 部 の 斜 面 を 下 に 向 け た
状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 図
【 図 ６ 】 （ ａ ） 挿 入 部 の 斜 面 が 上 を 向 い て い る と き ， 及 び 、 （ ｂ ） 挿 入 部 の 斜 面 が 下 を 向
い て い る と き の 画 面 内 で の 被 写 体 の 上 下 方 向 の 向 き を そ れ ぞ れ 示 す 図
【 図 ７ 】 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 １ ０ 　 　 硬 性 内 視 鏡
　 　 １ ０ ａ 　 挿 入 部
　 　 １ ０ ｂ 　 腕 部
　 　 １ ０ ｃ 　 連 結 部
　 　 １ ０ ｄ 　 把 持 部
　 　 １ ０ ｓ 　 斜 面
　 　 １ ２ 　 　 対 物 光 学 系
　 　 １ ３ 　 　 第 １ の リ レ ー 光 学 系
　 　 １ ５ 　 　 第 ２ の リ レ ー 光 学 系
　 　 １ ６ 　 　 検 出 器
　 　 ２ １ 　 　 ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
　 　 ２ ４ 　 　 第 １ の 再 結 像 光 学 系
　 　 ２ ５ 　 　 第 １ の カ メ ラ
　 　 ２ ６ 　 　 シ ュ ミ ッ ト ＝ ペ シ ャ ン プ リ ズ ム
　 　 ２ ７ 　 　 第 ２ の 再 結 像 光 学 系
　 　 ２ ８ 　 　 第 ２ の カ メ ラ
　 　 ３ １ 　 　 鏡 筒
　 　 ３ ２ 　 　 駆 動 用 ア ク チ ュ エ ー タ
　 　 ３ ３ 　 　 回 転 制 御 回 路
　 　 Ｍ １ 　 　 第 １ の 表 示 装 置
　 　 Ｍ ２ 　 　 第 ２ の 表 示 装 置

10

20

30

(12) JP 2007-20866 A 2007.2.1



【 図 １ 】

(13) JP 2007-20866 A 2007.2.1



【 図 ２ 】

(14) JP 2007-20866 A 2007.2.1



【 図 ３ 】

(15) JP 2007-20866 A 2007.2.1



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(16) JP 2007-20866 A 2007.2.1



【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(17) JP 2007-20866 A 2007.2.1



专利名称(译) 硬性内视镜

公开(公告)号 JP2007020866A 公开(公告)日 2007-02-01

申请号 JP2005207141 申请日 2005-07-15

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 金井守康

发明人 金井 守康

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/26 A61B1/04

FI分类号 A61B1/00.A G02B23/26.C A61B1/00.300.W A61B1/00.300.Y A61B1/04.370 A61B1/00.R A61B1/00.
731 A61B1/00.733 A61B1/04

F-TERM分类号 2H040/BA01 2H040/BA03 2H040/CA07 2H040/CA11 2H040/CA22 2H040/CA24 2H040/CA26 2H040
/CA28 2H040/DA02 2H040/DA12 2H040/DA17 2H040/DA43 4C061/AA23 4C061/BB02 4C061/BB05 
4C061/CC06 4C061/DD01 4C061/FF03 4C061/FF04 4C061/FF40 4C061/FF47 4C061/JJ06 4C061
/JJ17 4C061/LL03 4C061/LL08 4C061/PP11 4C061/RR06 4C061/VV04 4C161/AA23 4C161/BB02 
4C161/BB05 4C161/CC06 4C161/DD01 4C161/FF03 4C161/FF04 4C161/FF40 4C161/FF47 4C161
/JJ06 4C161/JJ17 4C161/LL03 4C161/LL08 4C161/PP11 4C161/RR06 4C161/VV04

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供能够获得大视场角的刚性内窥镜。 ŽSOLUTION：
刚性内窥镜10通过一个第一摄像机25拾取由插入部分10a内的物镜光学
系统12形成的广角图像，并将其显示在第一显示装置M1上，并且还放大
广角图像的一部分在第二图像重新形成光学系统中，通过第二相机28拾
取它并将其显示在第二显示设备M2上。另外，当插入部分10a绕其轴线
旋转时，刚性内窥镜10旋转设置在第二中继光学系统15和半透明镜子22
之间的Pechan棱镜21，以便抵消由旋转的旋转产生的图像的旋转。插入
部分10a。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ff09a6c4-7a31-4eca-b31b-313a68af8bc6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037782408/publication/JP2007020866A?q=JP2007020866A

